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今月のベストショット晴れの門出に希望花咲く

　１月１０日、恵那文化センターで成

人式が行われ、新成人４６７人が出席

しました。会場では振り袖やスーツ、

はかまなどに身を包んだ新成人が、成

人となった喜びや旧友と再会した懐か

しさなどを分かち合っていました。

　式典は終始和やかで落ち着いた雰囲

気で進められ、新成人の明るい笑顔と

希望に満ちた瞳が輝いていました。
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介護保険の総合事業始まる
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介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
と
は

　
団
塊
の
世
代
の
人
が
７５
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
お
よ
び

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
自
身
も
自
ら
の
持
つ
能
力
を
最
大
限

に
生
か
し
て
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
介
護
保
険
制
度
に
お

い
て
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
総
合
事
業
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た

め
の
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、

３
月
か
ら
総
合
事
業
を
始
め
ま
す
。

 

総
合
事
業
の
特
徴

❶
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開

　
高
齢
者
を
含
め
た
幅
広
い
世
代
の
市

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業
者
、

団
体
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
、
高
齢
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
ま
す
。

❷
社
会
参
加
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
介
護

予
防

　「
参
加
」
や
「
活
動
」
の
視
点
を
介
護

予
防
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が

地
域
や
社
会
の
中
で
の
役
割
を
持
ち
な
が

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で
は
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
活
動
を

は
じ
め
、
介
護
や
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
方
々
の
た
め
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
担
い
手
と
な
っ
て
多
様
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
「
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
福
祉
課
志
２
６
ー
２
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

予防給付
（要支援１・２）

介護給付（要介護１～５） 介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１・２）

総合事業（要支援１・２、
総合事業対象者）

訪問型サービス、通所型サービス

福祉用具貸与
訪問看護、通所
リハビリテー
ションなど

訪問介護
通所介護

従前どおり

窓口相談

要介護認定申請

要介護認定

基本チェックリスト

要介護 要支援１・２ 非該当
（自立）

総合事業対象者

ケアプラン作成
（居宅介護支援事業所）

ケアプラン作成
（地域包括支援センター）
委託先：居宅介護支援事業所

非該当
（自立）

介護サービスを
利用

介護サービス、総合事業
は利用できませんが、健
康づくり・介護予防事業
は利用できます

訪問型・通所型サービスを
利用の方

介護予防・日常生活支援総合事業手続きの流れ

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

ら
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

❸
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防
通
所

介
護
が
総
合
事
業
に
移
行

　
予
防
給
付
（
要
支
援
の
人
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
）
の
う
ち
、
介
護
予
防
訪
問
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）、
介
護

予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
総

合
事
業
に
移
行
し
、
市
の
事
業
（
サ
ー
ビ

ス
）
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
、
市
の
独

自
の
基
準
に
よ
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

❹
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
を
一
部
簡
素

化　
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
通
所

介
護
の
み
を
利
用
す
る
高
齢
者
が
、
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
生
活
状
況

な
ど
に
つ
い
て
の
簡
易
な
質
問
）
に
回
答

す
る
こ
と
で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
ず
に
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

❶
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
事
業

☆
い
き
い
き
健
康
教
室

　
壮
健
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
活
動
、
高
齢
者

の
地
域
活
動
な
ど
に
健
康
運
動
指
導
士
や

看
護
師
な
ど
、
各
専
門
分
野
の
講
師
を
派

遣
し
、
健
康
相
談
や
健
康
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
　
　

☆
健
康
シ
ニ
ア
応
援
塾
・
健
康
応
援
塾

　
民
間
の
運
動
施
設
や
山
岡
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
健
康
体
操
や
転
倒
予
防

を
目
的
と
し
た
短
期
集
中
型
（
３
～
６
カ

月
）
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

☆
回
想
法
ス
ク
ー
ル

　
回
想
法
の
手
法
を
使
っ
て
、
介
護
・
認

知
症
予
防
を
行
い
ま
す
。

☆
長
寿
大
学
連
続
講
座

　
高
齢
に
な
っ
て
も
心
も
体
も
い
つ
ま
で

も
元
気
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ

元
気
な
方
も
一
緒
に
で
き
る

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
る

介護予防サービ
スを利用
（介護予防福祉用具貸与・介護予
防通所リハビリテーションなど）

総合事業を利用

【現行】 【見直し後】

介護保険◆総合事業が始まります



5 2016.2.1 4広報えな

※社会保障審議会介護保険部会の資料を基に作成

２０２５年の地域包括ケアシステムの姿

■訪問型サービス
国の基準による訪問型サービス
（これまでの介護予防訪問介護と同じ
サービス）

市独自の基準による訪問型サービス

提供する事業
者など 訪問介護事業所 シルバー人材センターに所属する市

の研修などを受けたヘルパー

内容
掃除、洗濯、入浴、食事の準備や
調理などの生活支援
平易な身体介護

掃除、洗濯、食事の準備や調理など
の生活支援

利用時間／回 内容により異なる １時間以内／回　週２回まで

自己負担月額
（目安）

月ごとの定額の利用料
◇週１回程度の利用が必要な場合
　１,１６８円／月
◇週２回程度の利用が必要な場合
　２,３３５円／月
◇週３回以上の利用が必要な場合
　３,７０４円／月
◆原則１割負担ですが、一定以上所
得のある方は２割負担となります。
◆個別サービスの利用により加算が
あります。

利用回数に応じた利用料
◇月４回利用した場合
　おおむね４８０円

事業開始日 ３月１日 ４月１日
※利用に当たってはケアプランの作成が必要です。

■通所型サービス
国の基準による通所型
サービス
（これまでの介護予防通所
介護と同じサービス）

市独自の基準による通
所型サービス

住民主体による通所型
サービス

提供する事業
者など 通所介護事業所

市社会福祉協議会、ＮＰ
Ｏ法人まちづくり山岡、
藤の里「結い」

ＮＰＯ法人まんさく、
みさと愛の会

内容 機能訓練、レクリエー
ション、入浴など

運動機能向上、レクリ
エーションなど

レクリエーション、集い
の場など

利用時間／回 ３～６時間／回

自己負担月額
（目安）

月ごとの定額利用料
◇要支援１　１,６４７円
◇要支援２　３,３７７円

◆原則１割負担ですが、
一定以上所得のある方
は２割負担となります。
◆個別サービスの利用
により加算があります。

利用回数に応じた利用料
◇月４回利用した場合
おおむね１,２００円

利用回数に応じた利用料
◇月４回利用した場合
おおむね１,０００円

事業開始日 ３月１日
４月１日
※社会福祉協議会は
９月１日予定

７月１日（予定）

※利用に当たってはケアプランの作成が必要です。

■その他の生活支援サービス
提供する事業者
など 民間事業者

内容 安否確認、栄養改善を目的とした食事の配達
提供時間／回 週２回（昼食のみ）

自己負担 ３５０～６００円（弁当代）

事業開始日 ４月１日

ま
な
分
野
の
専
門
講
師
を
招
い
て
、
生
き

て
い
く
た
め
の
知
恵
を
身
に
付
け
ま
す
。

☆
認
知
症
講
演
会

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

☆
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
対
象
者
の

把
握

　
認
知
症
の
前
段
階
と
い
わ
れ
る
軽
度
認

知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
は
、
適
切
な
対
応
を

取
ら
な
け
れ
ば
、
認
知
症
に
な
る
確
率
が

非
常
に
高
い
状
態
で
す
。
早
期
発
見
し
、

予
防
、
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
（
内
線
１
６
７
）

❷
地
域
で
仲
間
づ
く
り

☆
壮
健
ク
ラ
ブ

　
地
域
の
高
齢
者
の
交
流
を
目
的
と
し

て
、市
内
１
１
６
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
ご
と
に
健
康
増
進
、
社
会
奉
仕
活

動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
　

《
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実
施
の
ポ
イ

ン
ト
》

❶
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

　
高
齢
者
の
安
心
を
支
え
る
た
め
に
は
、

医
療
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
と

協
議
し
、
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
　

❷
認
知
症
施
策
の
推
進

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
ｉｎ
Ｅ
ｎ
ａ
」
を
目
指
し
、
認
知
症

予
防
教
室
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
、
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
の
支
援
、
認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
の

設
置
、「
認
知
症
誰
も
が
あ
ん
し
ん
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
な
ど
を
進
め
ま
す
。

❸
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

　
高
齢
者
個
人
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と

社
会
基
盤
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
個
別
ケ
ー
ス
の
支
援
内
容
の
検
討

や
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
構
築
、
社

会
資
源
や
人
材
の
把
握
な
ど
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

❹
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

　
高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
各

地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
地
域
資
源
の
開

発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
、
協
議
体

を
設
置
し
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
を
目
指
す

総合事業のサービス

☆
脳
の
健
康
教
室

　
高
齢
者
の
た
め
の
学
習
療
法
と
し
て
、

「
読
み
書
き
」「
計
算
」を
健
康
教
室
サ
ポ
ー

タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
学
習
し
ま
す
。

申
・
問
　
前
記
各
教
室
、
講
座
な
ど
へ
の

参
加
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域

い
ま
す
。

❸
地
域
の
た
め
の
社
会
参
加

☆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
、

能
力
を
生
か
し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
生

き
が
い
を
持
ち
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

貢
献
し
ま
す
。

☆
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
予
防
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
介
護
予
防

事
業
の
手
伝
い
や
自
ら
地
域
で
介
護
予
防

活
動
を
行
う
方
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
の
登
録
者
は
７９
人
で
す
。

☆
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
活
動

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
地
域
で

の
活
動
が
、
続
々
と
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

▽
双
葉
歌
お
う
会
（
大
井
町
）
月
１
回　

▽
ほ
と
と
ぎ
す
（
東
野
）
月
１
回　
▽
う

た
ご
え
喫
茶
（
笠
置
町
）
月
１
回　
▽
男

塾
（
明
智
町
）
月
１
回　
▽
げ
ん
き
か
い

（
明
智
町
）
月
１
回　

▽
フ
レ
ン
ド
教
室

（
明
智
町
）
月
１
回　

▽
サ
ロ
ン
ふ
れ
あ

い
（
明
智
町
）
月
１
回　
▽
阿
妻
サ
ロ
ン

（
明
智
町
）
月
１
回　

▽
サ
ロ
ン
か
み
や

は
ぎ
（
上
矢
作
町
）
月
１
回

　
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生

介護保険◆総合事業が始まります



祝成
人　おめでとうございます            新成人の  皆さんに

▲各務文
ふみ

予
よ

さん（中野方町・学生）

▲左：石田陽
よう

子
こ

さん（三郷町・学生）
　右：加

か

奈
な

さん（長島町・会社員）

▲右：太田有
あり

咲
さ

さん（明智町出身・多治見市在住・学生）
　左：矢頭穂

ほ

乃
の

花
か

さん（明智町・会社員）▲右：春日井大
だい

輝
き

さん（山岡町・学生）
　左：土井星

せい

哉
や

さん（明智町出身・春日井市在住・学生）

▲中山大
だい

智
ち

さん（大井町・学生）

▲金子瞭
りょう

さん（東野・会社員）

▲捫
ねじ

垣
がき

幸
ゆき

斗
と

さん
　（大井町出身・京都府在住・会社員）

▲足立晃
こう

一
いち

さん（大井町・学生）

▲右：田中咲
さ

希
き

さん（大井町・学生）
　左：山口優

ゆう

さん（大井町・会社員）

▲右：足立野
の

々
の

花
か

さん（武並町・学生）
　左：多田茜

あかね

さん（長島町出身・中津川市在住・主婦） ▲西尾郁
ふみ

哉
や

さん（山岡町・学生）

▲遠山圭
けい

佑
すけ

さん
　（大井町出身・名古屋市在住・公務員）

　　　「大人になって  思うこと」を聞きました

いろんな場所に
行ってみたい！

自立した大人に
なりたいな

いっぱい遊びたい。
お酒も飲んでみたい

病院での
事務の仕事
頑張ります

人から信用される
しっかりした
大人になります

おやじの
背中を
越えていく！！

胸を張って
生きられるような
人間になります！

社会で活躍できる
大人を目指します

親孝行をしたい
大人は自由も多いけど
責任も伴う。
自衛官としての
自覚を持った大人に
なりたいです

大人は自由で
楽しそう！
お酒を飲んだり
一人暮らししたり

大人って
いろんな人がいる
イメージ

母として
立派になります

世界中を旅したい！
まずは語学留学だ

政治や社会の動きに
目を向けたい。
選挙にも行きます

大人は
一人で何でもできる。
その分責任は重そう…

動物病院で
獣医助手の仕事
頑張ります！

広報えな 62016.2.17



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
市
で
は
「
地
域
の
力
が
地
域
の

交
通
を
創
り
・
守
り
・
育
て
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
公
共
交
通
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
住
民
に
よ
る

住
民
の
た
め
の
バ
ス
運
営
を
行
っ

て
い
る
富
山
県
氷
見
市
の
話
を
聞

き
ま
す
。

　
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
が
主
体
と
な

っ
て
地
域
に
適
し
た
公
共
交
通
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
住
民

で
考
え
、意
見
共
有
を
図
り
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２７
日
㈯
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
北
中
学
校
（
来

場
に
は
自
主
運
行
バ
ス
中
野
方
線

を
利
用
く
だ
さ
い
）

□
内
容
　
❶
基
調
講
演
　
▽
演
題

＝
「
地
域
の
み
ん
な
が
交
通
を
変

え
た
」　
▽
講
師
＝
森
杉
國
作
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
代
地
域
活
性
化

協
議
会
理
事
長
）
❷
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
＝
加
藤
博
和
氏
（
名
古
屋

大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
准
教

授
）　
▽
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
森
杉
國

作
氏
、
平
井
一
兵
氏
（
飯
地
地
域

自
治
区
会
長
）、神
尾
寛
和
氏
（
前

市
自
治
連
合
会
会
長
）、
小
椋
義

孝
氏
（
か
み
や
は
ぎ
日
常
生
活
支

援
委
員
会
委
員
長
）、
大
島
光
利

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
矢
作
森
林
塾
）

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
パ
ネ
ル
展
示
も
開
催

し
ま
す
。

※
申
し
込
み
不
要

　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
３
９
４
）

笑
点
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
恵
那
新
春

寄
席

　
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
笑
点
メ

ン
バ
ー
三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん
と
林

家
た
い
平
さ
ん
が
繰
り
出
す
話
芸

の
妙
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
３
日
㈭
午
後
６
時

～
８
時

□
料
金
　
全
席
指
定
２
５
０
０
円

舞
の
海
秀
平
講
演
会

　
大
相
撲
解
説
者
と
し
て
活
躍
中

の
舞
の
海
さ
ん
が
「
可
能
性
へ
の

挑
戦
」
と
題
し
、
小
兵
な
が
ら
も

多
彩
な
技
で
土
俵
を
沸
か
せ
た
自

ら
の
体
験
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

話
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１１
日
㈮
午
後
６
時

～
７
時
半

　
市
で
は
、
安
心
し
て
飲
め
る
水

質
を
確
保
す
る
た
め
、
水
道
水
の

監
視
と
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
併
せ
て
、
自
宅
で
水
の

色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
検
査
を

行
う
水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

□
対
象
　
水
道
水
の
利
用
者

□
定
員
　
▽
大
井
町
、
長
島
町
、

東
野
、
三
郷
町
、
武
並
町
、
笠
置

町
姫
栗
＝
２７
人
　
▽
笠
置
町
河
合

＝
１
人
　
▽
笠
置
町
毛
呂
窪
＝
２

人
　
▽
中
野
方
町
＝
７
人
　
▽
飯

地
町
＝
５
人
　
▽
岩
村
町
＝
１０
人

▽
山
岡
町
＝
１８
人
　
▽
明
智
町
＝

２１
人
　
▽
串
原
＝
８
人
　
▽
上
矢

作
町
＝
５
人

□
内
容
　
❶
毎
日
１
回
、
水
道
水

の
色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
簡
単

な
測
定
と
記
録
（
所
要
時
間
５
分

程
度
）
❷
異
常
時
の
通
報
と
問
い

合
わ
せ
の
回
答
❸
そ
の
他
水
道
に

関
す
る
こ
と

□
任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
２９
年

３
月
３１
日

□
謝
礼
　
３
０
０
０
円
／
月
（
前

期
と
後
期
の
２
回
払
い
）

□
締
め
切
り
　
２
月
２５
日
㈭

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２

１
３
）

　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４

月
か
ら
セ
ン
タ
ー
内
喫
茶
室
を
営

業
す
る
個
人
や
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

□
面
積
　
５４
・
０
９
平
方
㍍

□
席
数
　
２０
席

□
営
業
内
容
　飲
み
物（
ア
ル
コ
ー

ル
類
を
除
く
）と
軽
食
の
提
供

□
使
用
料
　
市
の
規
定
に
よ
る
使

用
料
と
実
費
光
熱
水
費

　
　
　
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
志

２
５
―
５
１
２
１

　
平
成
２８
・
２９
年
度
の
学
校
給
食

食
材
の
納
入
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
３
月
で
登
録
の
期
間
が
終
了
し

ま
す
。
引
き
続
き
納
入
を
希
望
す

る
事
業
者
や
農
家
の
方
、
新
し
く

納
入
を
希
望
す
る
方
は
、
登
録
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
も
登
録
で
き
ま
す
）。

□
申
し
込
み
方
法
　
各
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
１８
日
㈮

□
そ
の
他
　
市
内
産
の
特
定
野
菜

の
納
入
に
は
、
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
農
林
課
（
内

線
３
７
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

志
２
６
―
１
６
３
３
、
岩
村
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
志
４
３
―
２
８
０

９
、
山
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
志

５
６
―
２
７
６
２
、
明
智
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
志
５
４
―
３
６
１
５

　
市
で
は
、
４
月
任
用
予
定
の
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
職
種
　
事
務
職
員
、
労
務

職
員
、
保
育
教
諭
、
保
健
師
、
介

護
員
、
看
護
師
、
図
書
館
司
書
、

各
種
相
談
員
、
バ
ス
運
転
手
な
ど

□
業
務
内
容
　
１
週
間
の
勤
務
時

間
は
３７
時
間
半
以
内
で
補
助
的
業

務
や
補
完
的
業
務
な
ど
に
従
事

□
料
金
　
全
席
自
由
５
０
０
円

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
チ
ケ
ッ
ト
　
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
好
評
発
売
中

　
　
市
文
化
振
興
会
志
２
６
―
３

５
２
４

　
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
市

町
村
の
助
成
に
よ
り
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し

た
方
で
、
接
種
後
に
何
ら
か
の
症

状
が
発
生
し
、
医
療
機
関
を
受
診

し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が

認
め
ら
れ
る
と
、
医
療
費
や
医
療

手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
支
給
対
象
　
請
求
し
た
日
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
５
年
以
内
に
受
け

た
医
療

　
　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
「
救
済
制
度
相
談

窓
口
」
志
０
１
２
０
―
１
４
９
―

９
３
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）、

０
３
―
３
５
０
６
―
９
４
１
１

（
有
料
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）　

　
市
内
の
優
良
企
業
や
事
業
所
に

よ
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
地
元
で
の
就
職
を
考
え
て

い
る
方
や
田
舎
暮
ら
し
を
検
討
し

て
い
る
方
は
、
市
内
の
企
業
を
知

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

□
と
き
　
３
月
１１
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
市
市
民
会
館

□
対
象
　
平
成
２９
年
３
月
に
大
学

や
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

見
込
み
の
方
（
既
卒
者
を
含
む
）、

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
不
要

　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
３
９
１
）

固定資産税の減免制度

　災害に遭うなど、特別な事情がある場合は、来年度の固定資産税
を減免することができます。
□対象　次のいずれかに該当する場合。 ▼災害などで一定の損害を
受けた固定資産。 ▼生活保護を受けている方が所有する固定資産。

▼公民館や集会所など公益のために使う固定資産（有料で使用する
ものは除く）。 ▼障がい者世帯や未成年者世帯、寡婦（夫）世帯、６５
歳以上の方のみで構成する世帯が、自己の居住用に所有する固定資
産で、次の四つ全て該当する場合。❶減免を受けようとする本人名
義の土地や家屋❷世帯全員の前年所得がそれぞれ３８万円（基礎控
除額）以下❸減免を受けようとする本人が税法上の扶養になってい
ない❹所有する家屋の所在地に住民登録があり実際に住んでいる
□減免対象額　申請日以降の納期に係る納付金額
□申し込み方法　申請書と添付書類を税務課に提出する
□締め切り　納期限の７日前
※平成２７年度減免対象の方には申請書を送付します　　　
　　　　税務課（内線１３８）問申・

　ことしで２６回目となる市伝統芸能大会を開催し
ます。今回のテーマは「学んでみよう恵那の伝統　
広めていこう地域の芸能」です。
　地域特有の地歌舞伎や文楽、獅子舞など、市内に
古くから伝わる伝統芸能を一堂に会し披露します。
また花道展示や呈茶コーナー、地域の特産品の販売、
紙切りの実演を行います。
　この機会に、地域特有の伝統芸能の魅力を再発見
してください。
□とき　２月２１日㈰午前９時半
□ところ　恵那文化センター
□出演団体（出演順）　大
井文楽保存会、大井恵那峡
とんとん節保存会、岡瀬沢
浅間七福万歳保存会、東野
歌舞伎保存会、大井長島獅
子舞保存会、白山比咩神社
獅子舞保存会、明智町歌舞
伎保存会、毛呂窪民芸保存
会、中野方めれた囃

ばや

子
し

保存
会、恵南歌舞伎音楽教室、山岡歌舞伎保存会、中野
音頭保存会、大井栄舞保存会、市内の名士（お目見
得だんまり）
　　伝統芸能大会実行委員会（恵那文化センター内）
志２６-３５２４

□
任
用
期
間
　
原
則
１
年

□
募
集
人
数
　
３
０
０
人
程
度

□
申
し
込
み
方
法
　
総
務
課
や
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
募
集

要
項
を
読
み
、
勤
務
を
希
望
す
る

職
場
へ
申
し
込
む

※
募
集
要
項
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.city.ena.

lg.jp/

）
で
も
取
得
で
き
ま
す

□
提
出
書
類
　
募
集
要
項
に
付
属

の
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込
書
、

作
文

□
締
め
切
り
　
２
月
１２
日
㈮

　
　
総
務
課
（
内
線
４
５
７
）

第２６回市伝統芸能大会

案
内

水
道
水
の
水
質
モ
ニ
タ
ー

募
集

恵
那
合
同
企
業
説
明
会

２
０
１
６

文
化
セ
ン
タ
ー
の
催
し

市
の
非
常
勤
職
員

学
校
給
食
食
材
の
納
入
者

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
喫
茶

室
の
経
営
者

公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

予
防
接
種
事
故
の
救
済
制

度

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問

問 問

芸
大
井
文
楽
の
演
技

9 82016.2.1 広報えな
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農
事
組
合
法
人
な
か
の
ほ
う

不
動
滝
や
さ
い
の
会
で
は
、
み

そ
造
り
と
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体

験
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
材
料
は
、
地
元
中
野
方
町

で
採
れ
た
ダ
イ
ズ
や
米
こ
う

じ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
を
使
い
ま

す
。
冬
の
農
家
の
手
仕
事
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
お
母
さ
ん
の

味
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
そ
造
り

□
と
き
　
２
月
１３
日
㈯
、
１４
日

㈰
、
２７
日
㈯
、
２８
日
㈰
、
３
月

１２
日
㈯
、
１３
日
㈰
午
前
１０
時
～

午
後
１
時

※
造
っ
た
み
そ
は
１１
月
ま
で
熟

成
さ
せ
ま
す

□
と
こ
ろ
　
不
動
滝
や
さ
い
の

会
加
工
所
（
中
野
方
町
）

□
定
員
　
各
１０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
▽
み
そ
５
㌔
付
コ
ー

ス
＝
４
０
０
０
円
　
▽
み
そ
１０

㌔
付
コ
ー
ス
＝
６
５
０
０
円

※
ど
ち
ら
も
昼
食
代
を
含
み
ま

すこ
ん
に
ゃ
く
作
り

□
と
き
　
２
月
２１
日
㈰
午
後
１

時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

※
火
を
扱
う
た
め
幼
児
の
参
加

は
遠
慮
く
だ
さ
い

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
持
ち

帰
り
の
こ
ん
に
ゃ
く
も
あ
り
ま

す
）

共
通

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク

□
締
め
切
り

　
各
開
催
日
の
７

日
前

　
　
　
　
中
野
方
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
志
３
２
︱
１
４
０
０

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
３
月
１
日
～
２９
日

（
２２
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
）

午
前
９
時
半
～
１１
時
半
（
全
４

回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見

方
な
ど
初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
０
８
０
円
～

１
４
０
４
円
程
度
が
必
要
）

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
講
座
２

□
と
き
　
３
月
１０
日
～
３１
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

ワ
ー
ド
で
、
文
字
の
編
集
方
法

を
中
心
に
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
２
９
６
円
～

１
８
０
０
円
程
度
が
必
要
）

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
テ

キ
ス
ト
を
準
備
し
ま
す
。
申
し

込
み
時
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
申
し
込
み
期
間
　
２
月
１３
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

２
月
２２
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
２３
日
㈫
以

降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
︱
４
２
６
５

︱
９
７
２
７

　

夜
の
恵
那
市
内
を
歩
く
と
、
街

灯
が
少
な
い
気
が
し
ま
す
。
街
灯

を
増
や
す
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

設
置
す
る
た
め
の
条
例
や
規
則
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　

　
　
　
　

（
長
島
町
・
坂
本
さ
ん
）

　
交
差
点
や
橋
な
ど
、
道

路
管
理
上
必
要
な
箇
所
に

は
道
路
管
理
者
（
国
や
県
、
市
）

が
設
置
、
管
理
を
行
い
ま
す
。
そ

の
他
の
街
路
灯
は
、
主
に
地
域
で

設
置
、
管
理
を
行
い
ま
す
。
夜
間

の
防
犯
や
歩
行
者
の
通
行
の
安
全

な
ど
の
た
め
に
公
共
の
道
路
に
自

治
会
な
ど
が
防
犯
灯
を
設
置
す
る

場
合
は
、
設
置
金
額
の
半
額
（
上

限
あ
り
）
を
補
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
（
本
年
度
は
終
了
）。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
防
犯
灯
設
置

補
助
金
」（http://w

w
w

.city.e
na.lg.jp/jigyousya/douro/ga
iroto/

）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
管
理
課
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

▲地元産の材料を使ってみそを造る

暗
い
夜
道
に
街
灯
を
設

置
す
る
に
は

申
・
問

申
・
問

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

　
第
１
子
の
出
生
を
迎
え
る
親
を

対
象
と
し
た
パ
パ
マ
マ
学
級
を
開

催
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
話
を
聞
い
た
り
、
沐も

く

浴よ
く

の
仕
方
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
２１
日
㈰
午
前
１０
時

（
受
け
付
け
開
始
は
午
前
９
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２８
年
５
月
、
６
月

に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

□
講
師
　
伊
藤
淑
子
さ
ん
（
元
東

野
幼
稚
園
園
長
）

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４
４
）

　
一
般
家
庭
用
水
道
管
や
給
湯
設

備
の
給
水
・
給
湯
管
の
凍
結
防
止

の
た
め
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
添

わ
せ
・
巻
き
付
け
タ
イ
プ
の
凍
結

防
止
ヒ
ー
タ
ー
（
凍
結
防
止
帯
）

か
ら
の
出
火
事
例
が
あ
り
ま
す
。

長
年
使
用
し
た
こ
と
で
ヒ
ー
タ
ー

部
の
耐
熱
被
覆
材
が
劣
化
し
出
火

す
る
場
合
や
、
衝
撃
が
加
わ
っ
た

り
改
造
し
た
り
し
て
い
る
場
合
な

ど
は
異
常
発
熱
に
よ
り
出
火
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
の
水
道
管
な
ど
に
凍
結
防

止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
電
源
差
し
込
み
プ
ラ
グ
の

破
損
や
保
温
材
・
被
覆
材
の
破
れ

な
ど
の
異
常
が
な
い
か
確
認
し
、

異
常
が
あ
れ
ば
電
源
プ
ラ
グ
を
抜

い
て
、
す
ぐ
に
水
道
工
事
業
者
な

ど
に
点
検
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
市
消
防
本
部
予
防
課
志
２
６

︱
０
１
１
９
（
内
線
２
６
３
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
生
活
問
題

や
借
金
、
病
気
、
勤
務
問
題
、
家

族
問
題
な
ど
の
心
配
事
に
つ
い

て
、
弁
護
士
や
臨
床
心
理
士
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
７
日
㈪
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
定
員
　
３
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
２
月
２９
日
㈪

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
︱
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　
県
で
は
、毎
年
５
月
５
日
の「
こ

ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
、
犯
罪
被

害
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
犯
罪
被
害
と
は
、
殺
人

や
傷
害
致
死
な
ど
故
意
の
犯
罪
行

為
（
人
の
生
命
や
身
体
を
害
す
る

行
為
）
に
よ
り
害
を
被
る
こ
と
で

す
。

　
対
象
条
件
に
該
当
す
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方
。
❶
５
月
５
日
現
在
、
県
内
に

居
住
し
て
い
る
方
❷
犯
罪
被
害
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共
に
し

て
い
た
父
か
母
（
そ
れ
に
代
わ
る

方
）
を
亡
く
し
た
方
❸
義
務
教
育

終
了
ま
で
の
方
か
、
高
等
学
校
在

学
中
（
高
等
専
門
学
校
３
年
修
了

ま
で
の
方
、
特
別
支
援
学
校
の
高

等
部
在
学
中
の
方
を
含
む
）
で
満

２０
歳
未
満
の
方

□
激
励
金
　
▽
乳
幼
児
・
小
学
生

＝
１
万
５
０
０
０
円
　
▽
中
学
生

＝
２
万
円
　
▽
高
校
生
な
ど
＝
２

万
５
０
０
０
円

※
国
の
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度

で
、
遺
族
給
付
金
の
支
給
裁
定
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
犯
罪

被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁

組
し
た
方
、
父
や
母
が
再
婚
し
生

計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

は
対
象
外
で
す
。
申
請
時
か
ら
高

等
学
校
な
ど
に
就
学
中
（
２０
歳
未

満
）
ま
で
支
給
し
ま
す

□
締
め
切
り
　
２
月
２６
日
㈮

　
　
　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３

５
４
）

　
阿
木
高
校
の
生
徒
が
、
学
校
で

作
っ
た
実
習
製
品
を
販
売
し
ま

す
。
お
い
し
い
と
評
判
の
り
ん
ご

ジ
ャ
ム
や
学
校
の
茶
園
で
摘
み

取
っ
た
茶
、
そ
の
茶
を
使
っ
た

ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１７
日
㈬
、
１８
日
㈭

午
後
３
時
～
４
時
（
完
売
次
第
終

了
し
ま
す
）

□
と
こ
ろ
　
え
な
て
ら
す
（
Ｊ
Ｒ

恵
那
駅
東
隣
）

□
販
売
品
と
価
格
　
▽
り
ん
ご

ジ
ャ
ム
＝
２
５
０
円
　
▽
茶
＝

３
０
０
円
／
６０
㌘
　
▽
お
茶
ク
ッ

キ
ー
＝
１
０
０
円
　
▽
マ
ド
レ
ー

ヌ
＝
１
０
０
円
　
な
ど

　
　
中
津
川
市
立
阿
木
高
等
学
校

志
０
５
７
３
︱
６
３
︱
２
２
４
３

　
市
で
は
、
平
成
２７
年
４
月
以
降

の
一
般
不
妊
治
療
に
係
る
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
２８
年
２

月
ま
で
に
治
療
が
終
了
し
て
い
る

方
は
、
３
月
３１
日
㈭
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
な
ど
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.city.ena.lg.jp/

）
か
ら
取
得

で
き
ま
す
。

　
　
健
康
推
進
課
（
内
線
２
８
１
）

お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
１
月
１５
日
号
１２
㌻
で
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
を
「
荻
山
伸
幸
」
さ
ん
と
掲

載
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は「
荻

山
信
幸
」
さ
ん
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
総
務
課
（
内
線
４
５
２
）

み
そ
と
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
講
座
受
講
生
を
募
集 ▲凍結防止ヒーターから出火

申
・
問

問
問 問

申
・
問

問

問

案
内

パ
パ
マ
マ
学
級

水
道
管
な
ど
の
凍
結
防
止

ヒ
ー
タ
ー
の
点
検
を

法
律
と
心
の
健
康
の
相
談

犯
罪
被
害
遺
児
に
激
励
金

を
支
給

生
徒
が
学
校
で
作
っ
た
実

習
製
品
を
販
売

一
般
不
妊
治
療
費
を
助
成
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

野井の子ども無病息災を祈る １月４日

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　市消防団機能別消防団が発足し、第１次団員として元
消防職団員ら４４人に辞令が交付されました。機能別消
防団員は、能力や事情に応じて特定の活動にのみ参加
し、災害時などにおける現役消防団員の後方支援活動と
して、交通整理や水利確保などを行います。

　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
が
「
１８
歳
以
上
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
県
の
選
挙
管
理
員
会
は
、
近
く
選

挙
権
を
得
る
高
校
生
に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
恵
那
農
業
高

校
で
は
、
２
、３
年
生
約
３
０
０
人
が
選
挙
の
意
義
に
つ
い
て
学

び
、
３
年
生
１
４
７
人
は
実
際
に
恵
那
市
の
選
挙
で
使
用
し
て
い

る
記
載
台
や
投
票
箱
を
使
っ
て
模
擬
投
票
を
体
験
し
ま
し
た
。

高校生が模擬投票を体験、選挙の意義学ぶ

本多 萌
も

寧
ね

ちゃん

12月17日

消防団に心強い支援団発足 12月16日

　日本の女子教育の先駆者で歌人としても名高い、郷土
の先人、下田歌子を顕彰した第１３回下田歌子賞の表彰
式と記念イベントが岩村コミュニティセンターで開かれ
ました。「家族」をテーマにエッセー部門１,５３６点、短
歌部門４,３８０点と過去最多の応募がありました。

エッセーと短歌で家族を思う

串原の児童ら書道を楽しむ

　岩村町のふるさと富田会館で、トラクターなどが電飾
され、地域の人の目を楽しませました。地元の若手有志
が始めたこの催しも４回目。年々規模も大きくなり、高
さ５㍍のシンボルツリーが登場するなど、６台のトラク
ターと合わせ約３千のＬＥＤ電球で彩られました。

岩村富田で一夜限りの輝き

　串原小学校と中学校が大垣市から書道家２０人を招き、
「楽しい書道」の授業を行いました。地域に書道教室が
なく、筆を持つ機会が少ないことから企画。児童・生徒
に書道家が1人ずつ付き、筆に手を添えて持ち方や姿
勢を指導するなどして、書き初めの練習をしました。

アリさん 舞さん

大井町

１
歳
お
め
で
と

う
。
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
育
っ
て

ね
！

佐々木 瑚
こ

都
と

菜
な

ちゃん

祐也さん 千種さん

１
歳
バ
ー
ス
デ
ー

お
め
で
と
う
！
か

わ
い
い
ま
ま
の
も

ね
で
い
て
ね
。

長島町

高田 和
わ

瑚
こ

ちゃん

大井町

学さん なぎささん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
わ
こ
ス
マ
イ
ル

♡
た
く
さ
ん
振
り

ま
い
て
ね
！

熊﨑 愛
あ い

ちゃん

長島町

浩策さん 佳代さん

愛
に
あ
ふ
れ
た
健

や
か
な
人
生
を
送

れ
ま
す
よ
う
に
と

願
っ
て
い
ま
す
。

国本 旭
あ さ

氷
ひ

くん
明智町

浩希さん 愛里さん

旭
氷
１
歳
お
め
で

と
う
♡
い
つ
も
幸

せ
を
あ
り
が
と
う

♡
大
好
き
だ
よ
♡

鷲見 明
あ き ら

星くん

中野方町

正也さん 美香さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

渡邉 綾
りょう

くん

三郷町

直樹さん 悠貴さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
綾
の
笑
顔
で
パ

パ
も
マ
マ
も
新
も

毎
日
幸
せ
で
す

森川 美
み

優
ゆ

ちゃん
大井町

大樹さん 鮎美さん

１
歳
誕
生
日
お
め

で
と
う
♡
２
人
仲

良
く
育
っ
て
ね
☆

２月生まれ

12月18日

12月19日12月19日

　三郷町野井地区で正月の伝統行事として受け継がれて
きた「なんまいだ」が行われました。西組では地元の小
学生ら１３人が、太鼓や拍子木などを鳴らしながら地区
内の６５軒を巡回し、１年間の無病息災や五穀豊

ほう

穣
じょう

を祈
願しました。
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　３月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に❶住所❷氏名（ふりがな）❸生年月
日❹性別❺電話番号❻両親の氏名❼２８字以内のコメン
ト❽ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、２月１５日
㈪までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２７年３月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！



　「
た
く
さ
ん
の
人
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
の
は
、
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
ク
連
盟
公
認
指
導
員
の
堀
博
さ
ん
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
普
及
す

べ
く
、
日
夜
尽
力
し
て
い
る
。

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

２
本
の
ポ
ー
ル
（
棒
）
を
持
ち
な
が
ら
歩

く
こ
と
で
歩
行
を
補
助
し
、
運
動
効
果
を

高
め
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
健
康
維
持
や
減

量
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
目
的
で
、
幅
広
い

世
代
で
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
堀
さ
ん
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
た
の
は
６０
歳
を
迎
え
た
頃
。
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
の
弟

か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
何
も
持
た
ず
歩
く
の
と
比
べ
て
姿
勢

が
良
く
な
り
、
楽
に
歩
け
る
こ
と
に
驚
い

た
。
坂
道
も
階
段
も
負
担
無
く
歩
け
た
。

８０
㌔
あ
っ
た
体
重
は
半
年
で
７
㌔
落
ち
、

そ
の
４
カ
月
後
に
は
さ
ら
に
３
㌔
落
ち

た
。
体
調
も
良
く
な
り
、
自
分
が
健
康
に

な
っ
て
い
く
の
を
実
感
し
た
。
変
化
を
目

の
当
た
り
に
し
た
家
族
や
知
人
も
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
よ
う

に
な
り
、自
然
と
仲
間
が
増
え
て
い
っ
た
。

「
や
り
方
を
指
導
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま

れ
る
こ
と
も
増
え
、
自
己
研
さ
ん
の
意
味

も
兼
ね
て
指
導
員
の
資
格
を
取
っ
た
。

　
毎
週
５
回
は
仲
間
ら
と
集
ま
り
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
励
む
。
講
習

会
や
講
演
会
の
依
頼
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
効
果
や
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
効
果
を

出
す
に
は
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
続
け

る
た
め
の
こ
つ
は
「
楽
し
む
こ
と
」
だ
と

言
う
。「
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な
場

所
に
出
向
き
、
素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め

な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す

る
と
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
」
と

に
っ
こ
り
。「
観
光
と
健
康
を
テ
ー
マ
に

し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き

た
い
」
と
熱
意
に
満
ち
て
い
る
。

　「
技
術
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
楽
し

く
続
け
ら
れ
る
方
法
を
考
案
し
て
い
く
こ

と
が
指
導
者
の
役
割
」
と
語
る
堀
さ
ん
。

今
日
も
ポ
ー
ル
を
握
っ
て
腕
を
振
り
、
笑

顔
で
歩
き
続
け
て
い
る
。

▲いろんな場所で気軽にウオーキング

歩いて楽しく健康に
ノルディックウオーキングの普及に尽力

□プロフィル

全日本ノルディックウオーク連盟公認指導
員。県ノルディックウオーク連盟副会長も務
める。座右の銘は「継続は力なり」。

堀
ほ り

 博
ひろし

 さん　６６歳

大井町末広通り

恵那で輝いている旬な人を紹介します
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１３６

はしごの上から大技魅せる

　新春恒例の消防出初め式が行われ、恵那駅前中央通り
では、恵那トビはしご登りが披露されました。ずらりと
並んだ１０基のはしごから、次々と技が決まり、登り手
が「ハイ」と発声するたびに、見守る観衆も持ち手と一
緒に「ヤー」と応え、声援を送っていました。

陶びな作り楽しむ

　山岡陶業文化センターで、焼き物ひな人形作り教室が
開かれました。参加者は、丸めた新聞紙を芯に粘土を固
定し、竹串で着物の模様や顔の表情を描いて、高さ約7
㌢、球体の陶びなを作りました。乾燥、素焼き、ゆう薬
塗り、本焼きを経て1カ月後に完成の予定です。

平安時代の衣装にほれぼれ

　京都の染織史家、吉岡幸雄さんによる講演会「光源氏
が愛した色」が恵那文化センターで開かれました。平安
時代の染料やそれに使われた紅花が日本に伝わったルー
トなどについて解説。またモデルを使って十二単

ひとえ

の着方
を見せるなど、平安時代の衣装の美しさを再現しました。

高校核の地域づくりを学ぶ

　明智かえでホールで恵那南高校同窓会主催による「学
校と恵南地域づくり講演会」が開かれました。講師の豊
田庄吾さんが、人口減少と少子高齢化による生徒数の減
少で廃校の危機にあった島根県の離島の高校を大幅にＶ
字回復させた取り組みを講演しました。

ロビーで奏でる優しい音色

　恵那文化センターロビーでの無料コンサート。この日
は「恵那市の障がい児者の生活を豊かにする会｣ の青年
グループと「フルート・オカリーナフレンズ」が合同演
奏を行いました。館内にトーンチャイムとフルート、オ
カリナの優しい音色が響き渡りました。

育てた大豆でみそ造り

　長島小学校の３年生７４人が、みそ造り体験をしまし
た。同校は給食の残りを有機肥料化しており、みそ造り
には、その肥料を活用して栽培した大豆を使用しました。
この取り組みは、環境省の「学校給食の実施に伴い発生
する廃棄物の３Ｒ促進モデル事業」に選定されています。

１月17日

１月14日 １月９日

１月17日

１月17日１月21日



ひと口メモ

発行　恵那市役所／編集　総合政策課広報広聴係
〒５０９-７２９２ 岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１
志（０５７３）２６-２１１１／思２６-２155／（ＩＰ電話）０５０-５８０８-９５２１
http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 武並神社本殿 たけなみじんじゃほんでん　大井町森 1101-13 】

　武並神社の創建は鎌倉時代で、戦国時代の永正年間（１５０４
～１５２０）に兵火により全焼したとされるが、確かな資料は
ない。弘治２（１５５６）年に再建の機運が起こり、途中で中
断したものの永禄７（１５６４）年３月に完工した。岩村城主
遠山景任が本願、大井城主藤井常高が勧進元を務め、手向城
主勝氏、阿寺城主遠山氏、千旦林城主吉村氏、野井城主西尾

本殿は平成元年に国の重要文化財に指定されている

氏が参加し、近郷１０カ村に呼び掛けて、建立と遷宮式が行
われた。その後、寛文１１（１６７１）年から１２年にかけて大修
理が行われ、本殿は屋根が新しく造り直された。
　祭神は、大

おおなむちのみこと

巳貴命（大
おおくにぬしのみこと

国主命）、誉
ほんだわけのみこと

田別命（応神天皇）、
少
すくなひこなのみこと

彦名命の三柱と、源頼朝、頼家、実朝の源家三将軍である。

現在の武並神社本殿は、平成１９年度から２２年度にかけて解体修理を実施し、永禄７年の
再建当初の姿に復元整備したものである。

次号は

２月１５日号

発行日は

２月１５日㈪です

広報えな No.２５９
２０１６年（平成２８年）

２月１日発行

『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．６円（税込み）です。

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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